
（別紙３）

～ 令和　８年　１月　３１日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和　８年　１月　２４日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちや保護者にアンケートを取り、リクエストのあっ

た内容を取り入れ、さらなる充実を図る。

調理・制作では、レシピや手順を紹介し、家庭でも保護者と

取り組んでもらえるようにする。

活動の様子を見てもらう機会を提供する。

2

SST等の専門的支援を行う時間を念頭に置いて活動内容を考

える。

3

研修内容の実践により、職員のスキルアップにつなげる。

自治体主催の研修にも参加する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

パーテーションで区切る対応をしているが、より安全で快適

な方法を検討する。

2

関係機関（学校・相談支援事業所・他事業所）と積極的に連

絡を取り、情報共有を行なうことで一貫性のある支援を行

う。

3

年に2回ほど保護者参加イベントを実施する。

緊急時を想定した引き渡し訓練も実施する。

活動内容の充実 運動・学習・デジタル療育・屋内活動（調理・制作・季節のイ

ベント等）、屋外活動（買い物・外食・伝統行事の観覧、公共

施設の利用等）滝にわたる活動を行っている。

専門的支援の充実 有資格者のSST（ソーシャルスキルトレーニング）を行う時間

を確保できるように送迎等を工夫している。

研修内容の充実 障がい児成長支援協会や児童発達支援・放課後等デイサービ

ス・保育所等訪問支援向け施設運営システム（HUG）主催の

研修を定期的（月2～3回）に受講している。

保護者同士の関わりが持てる機会の提供不足 保護者参加イベントの未実施（令和7年度）

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

クールダウンしたり、個別で活動したりする場所が少ない 個室のないワンフロア構造

関係機関とのつながりの希薄さ 情報共有の連携不足

令和　８年　１月　１６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　3月  4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 エターナルプラスアカデミー志家町教室

○保護者評価実施期間
令和　８年　１月　１６日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


